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第 l 章は序論で， レーザ技術の進歩と共に発展した非線形光学効果及び山速光検知器に関する研究
の沿革を述べることにより本研究の占める位置と意義を明確にした。










第 5 章においては，七レン・テルル混品の二倍高調波発生に関する研究結果を述べた。第 4 章に述
べたテルルの欠点は，セレン・テルル混品を使用することによって改善できることがわかった。





第 7 章においては 本論文の結論をまとめて述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は， CO 2 レーザ光と半導体の相互作用によるフォトン・ドラッグ及び二倍高調波発生に関す
る実験的研究をまとめたものである。その結果









(3) GaAS ， GaSb， CdTe ， CdSnAS 2等の化合物半導体結晶のCO 2 レーザ光による二倍高調波発生の
実験からコヒーレント長，発生効率の異方性さらに非線形電気感受率テンソルを求め在来の結
果と比較している。
以上のように本論文は 半導体による CO 2 レーザ光の新しいフォトン・ドラッグ検出器及び二倍高
調波発生について解明し 物性論的に興味ある多くの知見を得ているとともにそのオプト・エレクト
ロニクスへの応用の可能性を示しており，半導体工学の分野に貢献するところが大きい口従って博士
論文として価値あるものと認める。
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